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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
薬剤による治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記シ
ステムは、
　（１）患者集団の薬剤に対する典型的な応答を表す複数の数学モデルを示す第一のデー
タ、（２）特定の患者についての治療関連目的を示す第二のデータ、（３）前記薬剤につ
いての施行された投与計画を示す第三のデータ、および（４）前記施行された投与計画に
対する前記特定の患者の観察された応答を示す第四のデータ、を受け取るバスと；
前記バスと通信する少なくとも１つのコンピュータプロセッサであって、
　前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサは、
　前記複数の数学モデルを処理して、前記複数の数学モデルの組み合わせを表す複合モデ
ルを生成し；
　前記複合モデルを使用して、第一の複数の提案された投与計画におけるそれぞれの提案
された投与計画に対して対応する第一に可能性の高い患者応答を予測して、前記薬剤に対
する複数の第一に可能性の高い患者応答を取得し；
　前記第一の複数の提案された投与計画のうちの少なくとも１つの投与計画であって、前
記複合モデルによって予測した場合に前記治療関連目的を満たす対応する第一に可能性の
高い患者応答を有する投与計画を第一の推奨出力としてデバイスに伝送し；
　前記複合モデルおよび前記観察された応答から、前記観察された応答を反映する更新さ
れた複合モデルを計算し；
　前記更新された複合モデルを使用して、第二の複数の提案された投与計画におけるそれ
ぞれの提案された投与計画に対して対応する第二に可能性の高い患者応答を予測して、前
記薬剤に対する複数の第二に可能性の高い患者応答を取得し；かつ
　前記第二の複数の提案された投与計画のうちの少なくとも１つの投与計画であって、前
記更新された複合モデルによって予測した場合に前記治療関連目的を満たす対応する第二
に可能性の高い患者応答を有する投与計画を第二の推奨出力として前記デバイスに伝送す
る
ように構成されている、コンピュータプロセッサと
を含むシステム。
【請求項２】
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前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、さらに、前記複数の第一に可能性の高
い患者応答を比較して、前記第一の複数の提案された投与計画におけるそれぞれの提案さ
れた投与計画が、前記複合モデルによって予測した場合に前記治療関連目的を満たすのに
適切であるかどうかを評価するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、さらに、前記複数の第二に可能性の高
い患者応答を比較して、前記第二の複数の提案された投与計画におけるそれぞれの提案さ
れた投与計画が、前記更新された複合モデルによって予測した場合に前記治療関連目的を
満たすのに適切であるかどうかを評価するように構成されている、請求項１または２に記
載のシステム。
【請求項４】
前記複数の数学モデルにおけるそれぞれの数学モデルが、共変量患者因子を使用して、前
記共変量患者因子によって表される患者特有の特性を有する患者集団についての典型的な
応答を表す、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
前記共変量患者因子が、濃度レベル、研究室評価および臨床評価から成る群から選択され
る少なくとも１つの共変量患者因子を含む、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記特定の患者の観察された特性を反
映するように前記複合モデルを生成するように構成されており、ここで、前記観察された
特性は前記複数の数学モデルの前記共変量患者因子に対応する、請求項４または５に記載
のシステム。
【請求項７】
前記複合モデルが、前記観察された特性を有する典型的な患者についての応答プロファイ
ルを共変量患者因子として表し、前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記
第一の複数の提案された投与計画における前記提案された投与計画のうちの１つの投与計
画であって、前記観察された特性を共変量患者因子として有する前記典型的な患者につい
ての前記治療関連目的を満たすのに適切である投与計画を前記第一の推奨として選択する
ように構成されている、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記複数の数学モデルの加重平均を計
算することによって前記複合モデルを生成するように構成されており、前記複数の数学モ
デルにおけるそれぞれ個別の数学モデルに、（１）前記個別の数学モデルを生成するため
に使用したデータの量および（２）前記個別の数学モデルの予測性能のうちの少なくとも
１つを表す加重が割り当てられる、前出の請求項のいずれかに記載のシステム。
【請求項９】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記複数の数学モデルにおけるそれぞ
れの数学モデルを更新することで前記複合モデルを更新して、前記施行された投与計画に
対する前記特定の患者の前記観察された応答をそれぞれが反映する複数の更新された数学
モデルを取得するように構成されている、前出の請求項のいずれかに記載のシステム。
【請求項１０】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記観察された応答と、それぞれ個別
の数学モデルによって予測した場合の前記施行された投与計画に対する第三に可能性の高
い患者応答との間の差異を表す目的関数を最適化することによって前記複数の数学モデル
におけるそれぞれの数学モデルを更新するように構成されている、請求項９に記載のシス
テム。
【請求項１１】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、ランダム関数を使用して前記目的関数
を最適化するように構成されており、前記ランダム関数を使用して、前記差異の大域的最
小値が前記複数の数学モデルにおけるそれぞれの数学モデルについて取得されることを確
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実にする、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、前記複数の更新された数学モデルの加
重平均を計算することによって前記更新された複合モデルを計算するように構成されてお
り、前記複数の数学モデルにおけるそれぞれ個別の更新された数学モデルに、前記個別の
更新された数学モデルについての前記最適化された目的関数の値を表す加重が割り当てら
れる、請求項１０または１１に記載の方法システム。
【請求項１３】
前記第一の推奨出力が、前記複合モデルによって予測した場合に前記治療関連目的を満た
すのに適切である前記第一の複数の投与計画における複数の提案された投与計画のリスト
を含み、前記施行された投与計画が、前記リストにおける提案された投与計画のうちの１
つの調整されたバージョンに対応する、前出の請求項のいずれかに記載の方法システム。
【請求項１４】
前記少なくとも１つのコンピュータプロセッサが、さらに、
　前記施行された投与計画サイクルの間の監視された患者応答を示す第五のデータを取得
し、
　前記第五のデータを組み込んだ前記更新された複合モデルからその後の推奨出力を計算
し、かつ
　前記その後の推奨出力に基づいて前記施行された投与計画を調整する
ように構成されている、前出の請求項のいずれかに記載の方法システム。
【請求項１５】
前記第一の複数の提案された投与計画における前記提案された投与計画のうちの１つが、
前記複合モデルによって予測した場合に所定の標的患者応答を達成するように選択され、
前記治療関連目的が、前記所定の標的患者応答に対応する、前出の請求項のいずれかに記
載の方法システム。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　概して、本システムおよび方法は、特定の薬剤が投与された患者から収集される臨床デ
ータから作成される数学モデルの収集、患者データが豊富な複合モデルを作成するように
モデルを処理すること、および数学モデルからのデータと併せて処理される、患者特有の
観察された応答データの関数として、患者特有の投与計画を判定することを伴う。より具
体的には、本システムおよび方法は、一般的な数学モデルおよび共変量患者因子としてモ
デルで説明される患者特有の特性だけでなく、モデル自体内で説明されず、特定の患者と
モデルによって反映される典型的な患者とを区別するＢＳＶを反映する、観察された患者
特有の応答の関数としても、患者特有の投与計画を作成するために、ベイジアン平均化、
ベイジアン更新、およびベイジアン予測技法を使用する。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、複数の数学モデルとを備え、各モデルは、前記薬剤を用いて治療される患者集
団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の関数として
典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　前記複数の数学モデルおよび前記モデルの前記共変量患者因子に対応する特定の患者の
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特性の関数としての複合モデルであって、前記複合モデルは、共変量患者因子として前記
特定の患者の特性を有する典型的な患者についての応答プロファイルを表す、複合モデル
を作成し、
　前記複合モデルの関数として第１の複数の提案された投与計画の各々についての典型的
な患者応答を予測し、
　前記特定の患者の特性を有する典型的な患者に好適である推奨される典型的な投与計画
を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供し、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　対応する複数の更新された患者特有の数学モデルを作成するように、前記観察された患
者応答データの関数として前記複数の数学モデルの各々を更新し、
　更新された患者特有の複合モデルを作り出すように、各更新された患者特有の数学モデ
ルを処理し、
　前記更新された患者特有の複合モデルの関数として、第２の複数の提案された投与計画
の各々についての患者特有の応答を予測し、
　前記特定の患者に好適である、推奨された患者特有の投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供するように
、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目２）
前記複合モデルは、ベイジアンモデル平均化技法を使用して、前記複数の数学モデルを処
理することによって作り出される、項目１に記載の方法。
（項目３）
前記典型的な患者応答は、ベイジアン予測技法を使用して、前記複合モデルを処理するこ
とによって予測される、項目１に記載の方法。
（項目４）
前記典型的な患者応答を予測することは、前記システムが、
　入力として複数の提案された投与計画を受信することと、
　前記複数の提案された投与計画の各々について、対応する典型的な患者応答を予測する
ことと
を含む、項目１に記載の方法。
（項目５）
推奨される典型的な投与計画を選択することは、前記システムが、前記予測された典型的
な患者応答から、前記特定の患者の特性を有する典型的な患者に好適である推奨される典
型的な投与計画を選択することを含み、前記推奨される典型的な投与計画は、所定の基準
を満たすために選択される、項目４に記載の方法。
（項目６）
出力として前記推奨される典型的な投与計画を提供することは、複数の代替的な推奨され
る典型的な投与計画を含むリストを出力することを含む、項目４に記載の方法。
（項目７）
典型的な患者応答を予測することは、前記システムが、
　所定の論理に従って、複数の提案された投与計画を自動的に選択することと、　前記複
数の提案された投与計画の各々についての典型的な患者応答を予測することと
を含む、項目１に記載の方法。
（項目８）
所定の論理に従って、前記複数の提案された投与計画を自動的に選択することは、提案さ
れた投与計画への予測された典型的な患者応答の関数として、次の提案された投与計画を
選択することを含む、項目７に記載の方法。
（項目９）
前記所定の論理は、治療目的を最も良く満たす、対応する予測された典型的な患者応答を
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提供するように、前記複数の提案された投与計画の選択を提供する、項目８に記載の方法
。
（項目１０）
前記所定の論理は、目的関数の最小値を見出すように、前記複数の提案された投与計画の
選択を提供する、項目８に記載の方法。
（項目１１）
前記所定の論理は、目的関数の大域的最小値を見出すように、前記複数の提案された投与
計画の選択を提供する、項目８に記載の方法。
（項目１２）
前記システムが、前記予測された典型的な患者応答から、前記特定の患者の特性を有する
典型的な患者に好適である推奨される典型的な投与計画を選択することをさらに含み、前
記推奨される典型的な投与計画は、所定の基準を満たすために選択される、項目７に記載
の方法。
（項目１３）
前記システムが、出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供することをさらに
含む、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
前記システムが、出力として、複数の推奨される典型的な投与計画を含むリストを提供す
ることをさらに含む、項目１２に記載の方法。
（項目１５）
前記患者特有の応答を予測することは、前記システムが、
　入力として複数の提案された投与計画を受信することと、
　前記複数の提案された投与計画の各々について、対応する患者特有の応答を予測するこ
とと
を含む、項目１に記載の方法。
（項目１６）
推奨された患者特有の投与計画を選択することは、前記システムが、前記予測された患者
特有の応答から、前記特定の患者に好適である、推奨された患者特有の投与計画を選択す
ることを含み、前記推奨された患者特有の投与計画は、所定の基準を満たすために選択さ
れる、項目１に記載の方法。
（項目１７）
出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供することは、複数の代替的な推奨
された患者特有の投与計画を含むリストを出力することを含む、項目１に記載の方法。
（項目１８）
患者特有の応答を予測することは、前記システムが、
　所定の論理に従って、複数の提案された投与計画を自動的に選択することと、
　前記複数の提案された投与計画の各々についての患者特有の応答を予測することと
を含む、項目１に記載の方法。
（項目１９）
所定の論理に従って、前記複数の提案された投与計画を自動的に選択することは、提案さ
れた投与計画への予測された患者特有の応答の関数として、次の提案された投与計画を選
択することを含む、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
前記所定の論理は、治療目的を最も良く満たす、対応する予測された患者特有の応答を提
供するように、前記複数の提案された投与計画の選択を提供する、項目１８に記載の方法
。
（項目２１）
前記所定の論理は、目的関数の最小値を見出すように、前記複数の提案された投与計画の
選択を提供する、項目１８に記載の方法。
（項目２２）
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前記所定の論理は、目的関数の大域的最小値を見出すように、前記複数の提案された投与
計画の選択を提供する、項目１８に記載の方法。
（項目２３）
前記システムが、前記予測された患者特有の応答から、前記特定の患者に好適である、推
奨された患者特有の投与計画を選択することをさらに含み、前記推奨される典型的な投与
計画は、所定の基準を満たすために選択される、項目１７に記載の方法。
（項目２４）
前記システムが、出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供することをさら
に含む、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
前記システムが、出力として、複数の推奨された患者特有の投与計画を含むリストを提供
することをさらに含む、項目２３に記載の方法。
（項目２６）
前記複数の数学モデルの各々は、ベイジアン更新技法を使用して前記複数の数学モデルの
各々を処理することによって更新される、項目１に記載の方法。
（項目２７）
各更新された患者特有の数学モデルは、ベイジアンモデル平均化技法を使用して処理され
る、項目１に記載の方法。
（項目２８）
前記患者特有の応答は、ベイジアン予測技法を使用して前記更新された患者特有の数学モ
デルを処理することによって予測される、項目１に記載の方法。
（項目２９）
前記推奨される典型的な投与計画は、一式の典型的な投与計画の間から選択され、前記推
奨される典型的な投与計画は、所定の基準に密接に合致する、関連する予測された患者応
答を提供するために選択される、項目１に記載の方法。
（項目３０）
前記所定の基準は、標的患者応答である、項目２９に記載の方法。
（項目３１）
前記推奨された患者特有の投与計画は、一式の患者特有の投与計画の間から選択され、前
記推奨された患者特有の投与計画は、所定の基準に密接に合致する、関連する予測された
患者応答を提供するために選択される、項目１に記載の方法。
（項目３２）
前記所定の基準は、標的患者応答である、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
前記共変量患者因子は、血液濃度レベル、血圧示度、および、ヘマトクリットレベルから
成る群から選択される少なくとも１つの共変量患者因子を含む、項目１に記載の方法。
（項目３４）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、複数の数学モデルとを備え、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用い
て治療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患
者因子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　前記複数の数学モデルおよび前記モデルの前記共変量患者因子に対応する特定の患者の
特性の関数としての複合モデルであって、前記複合モデルは、共変量患者因子として前記
特定の患者の特性を有する典型的な患者についての応答プロファイルを表す、複合モデル
を作り出すようにベイジアンモデル平均化を行い、
　ベイジアン予測を行うことにより、前記複合モデルの関数として第１の複数の提案され
た投与計画の各々についての典型的な患者応答を予測するように、前記複合モデルを処理
し、
　一式の予測された典型的な患者応答から、前記特定の患者の特性を有する典型的な患者
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に好適である推奨される典型的な投与計画であって、前記推奨される典型的な投与計画は
、所定の標的応答を達成するように選択される推奨される、典型的な投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供し、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　前記観察された患者応答データの関数として前記複数の数学モデルの各々を更新するこ
とにより、対応する複数の更新された患者特有の数学モデルを作成するように、ベイジア
ン更新を行い、
　更新された患者特有の複合モデルを作り出すように、前記複数の更新された患者特有の
数学モデルのベイジアンモデル平均化を行い、
　前記更新された患者特有の複合モデルの関数として、第２の複数の提案された投与計画
の各々についての患者特有の応答を予測するように、ベイジアン予測を行い、
　一式の予測された患者特有の応答から、前記特定の患者に好適である、推奨された患者
特有の投与計画であって、前記推奨された患者特有の投与計画は、前記所定の標的応答を
達成するように選択される、推奨された患者特有の投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供するように
、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目３５）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、複数の数学モデルとを備え、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用い
て治療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患
者因子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　前記複数の数学モデルおよび前記モデルの前記共変量患者因子に対応する特定の患者の
特性の関数としての複合モデルであって、前記複合モデルは、共変量患者因子として前記
特定の患者の特性を有する典型的な患者についての応答プロファイルを表す、複合モデル
を作り出すようにベイジアンモデル平均化を行い、
　ベイジアン予測を行うことにより、前記複合モデルの関数として第１の複数の提案され
た投与計画の各々についての典型的な患者応答を予測するように、前記複合モデルを処理
し、
　一式の予測された典型的な患者応答から、前記特定の患者の特性を有する典型的な患者
に好適である推奨される典型的な投与計画であって、前記推奨される典型的な投与計画は
、所定の標的応答を達成するように選択される、推奨される典型的な投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供するように、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目３６）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、複数の数学モデルとを備え、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用い
て治療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患
者因子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　前記複数の数学モデルおよび前記モデルの前記共変量患者因子に対応する特定の患者の
特性の関数としての複合モデルであって、前記複合モデルは、共変量患者因子として前記
特定の患者の特性を有する典型的な患者についての応答プロファイルを表す、複合モデル
を作り出すようにベイジアンモデル平均化を行い、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　対応する複数の更新された患者特有の数学モデルを作成するように、前記観察された患
者応答データの関数として、前記複数の数学モデルの各々にベイジアン更新を行い、
　更新された患者特有の複合モデルを作り出すように、前記複数の更新された患者特有の
数学モデルのベイジアンモデル平均化を行い、
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　前記システムからの出力として、前記更新された患者特有の複合モデルを提供するよう
に、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目３７）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、少なくとも１つの数学モデルとを備え、各数学モデルは、前記薬剤を用いて治
療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因
子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　ベイジアン予測を行うことにより、前記モデルの関数として、第１の複数の提案された
投与計画の各々についての典型的な患者応答を予測するように、前記モデルを処理し、
　一式の予測された典型的な患者応答から、前記特定の患者の特性を有する典型的な患者
に好適である推奨される典型的な投与計画であって、前記推奨される典型的な投与計画は
、所定の標的応答を達成するように選択される、推奨される典型的な投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供し、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　対応する更新された患者特有の数学モデルを作成するように、前記観察された患者応答
データの関数として、各数学モデルにベイジアン更新を行い、
　各更新された患者特有のモデルの関数として、第２の複数の提案された投与計画の各々
についての患者特有の応答を予測するように、ベイジアン予測を行い、
　一式の予測された患者特有の応答から、前記特定の患者に好適である推奨された患者特
有の投与計画であって、前記推奨された患者特有の投与計画は、前記所定の標的応答を達
成するように選択される、推奨された患者特有の投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供するように
、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目３８）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、少なくとも１つの数学モデルとを備え、各数学モデルは、前記薬剤を用いて治
療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因
子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　対応する更新された患者特有の数学モデルを作成するように、前記観察された患者応答
データの関数として、各数学モデルにベイジアン更新を行い、
　各更新された患者特有のモデルの関数として、第２の複数の提案された投与計画の各々
についての患者特有の応答を予測するように、ベイジアン予測を行い、
　一式の予測された患者特有の患者応答から、前記特定の患者に好適である推奨された患
者特有の投与計画であって、前記推奨された患者特有の投与計画は、前記所定の標的応答
を達成するように選択される、推奨された患者特有の投与計画を選択し、
　前記システムからの出力として、前記推奨された患者特有の投与計画を提供するように
、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目３９）
コンピュータ化薬剤投与計画推奨システムを使用して、薬剤を用いた治療のための患者特
有の投与計画を提供するための方法であって、前記システムは、マイクロプロセッサと、
メモリと、少なくとも１つの数学モデルとを備え、各数学モデルは、前記薬剤を用いて治
療される患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因
子の関数として典型的な患者応答を表し、前記方法は、
　ベイジアン予測を行うことにより、前記モデルの関数として、第１の複数の提案された
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投与計画の各々についての典型的な患者応答を予測するように、前記モデルを処理し、
　一式の予測された患者特有の患者応答から、前記特定の患者の特性を有する典型的な患
者に好適である推奨される典型的な投与計画であって、前記推奨される典型的な投与計画
は、所定の標的応答を達成するように選択される、推奨される典型的な投与計画を選択し
、
　前記システムからの出力として、前記推奨される典型的な投与計画を提供し、
　施行された投与計画への前記特定の患者の観察された応答を反映するデータを受信し、
　対応する更新された患者特有の数学モデルを作成するように、前記観察された患者応答
データの関数として、各数学モデルにベイジアン更新を行い、
　前記システムからの出力として、前記更新された患者特有の数学モデルを提供するよう
に、
前記システムを動作させることを含む、方法。
（項目４０）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目１に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリに
記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４１）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３４に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４２）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３５に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４３）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
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　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３６に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４４）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３７に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４５）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３８に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
（項目４６）
薬剤を用いた治療のために患者特有の投与計画を提供するためのシステムであって、前記
システムは、
　マイクロプロセッサと、
　前記マイクロプロセッサに動作可能に接続されたメモリと、
　複数の数学モデルであって、前記複数の数学モデルの各々は、前記薬剤を用いて治療さ
れる患者集団についての応答プロファイルを表し、各モデルはさらに、共変量患者因子の
関数として典型的な患者応答を表す、複数の数学モデルと、
　項目３９に記載の方法を実行するように前記システムを動作させるための、前記メモリ
に記憶されたマイクロプロセッサ実行可能命令と
を備える、システム。
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